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平成14 年度より、丹沢ボラネットの協働事業として 10 年ほど実施しています。

平成 24 年度も９月 15 日にウラジロモミ等をシカの樹皮喰いから防護するため

に樹幹に既設ネット補修をしました。参加者は、ボラネット５団体、33 名が参

加しました。神奈川県自然環境保全センターからも益子所長ほか５名（パーク

レンジャー２名）が参加しています。幹の直径が 100cm 以上もあるウラジロモ

ミもあり、風雨で外れたネットを利用や既設ネットでの補修作業を行いました。

県民参加による事業を実施することにより、自然環境保全活動への参加ととも

に丹沢の現状や自然再生についての現地体験・学習の機会を得ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平平平 成成成 222444 年年年度度度    

ウウウ ラララ ジジジ ロロロ モモモ ミミミ 等等等 防防防 護護護 ネネネ ッッットトト 設設設 置置置 事事事 業業業    

みろく山の会 久松 晧二 

＜ボラネット団 体 参 加 者 名 ＞ 

みろく山 の会  

 久松晧二  鈴木茂  河野知典 木原操  

 田中正敏  中出孝昭 下村彰三  廣石敏雄 

 宮川隆彦  高原眞理子  島田道江 日永敦子  

 大貫好枝  平井和子  

丹 沢 自 然 保 護 協 会  

 米山英雄  熊坂節子 柳澤美果子 田中豊樹  

 田中基彌  堀江精三郎  大脇健  大脇信  

 嶋崎滋子  廣石洋介 廣石幾 酒井明子   

神 奈 川 県 山 岳 連 盟  

  紅葉淳一  池谷宏子 石井清一 松隈豊  

西 丹 沢 の自 然 にふれあう会  

 荒川淳子  工藤順子 番場啓文  

湘 南 自 然 観 察 クラブ  

田中幸雄 



ウラジロモミ等をシカから守るネット巻き 活動実績一覧 

 参加者数 設置本数 備 考 

平成 10 年 11 月８日 74 146   

平成 11 年９月 26 日 72 176   

平成 12 年９月 24 日 34 43 雨天延期実施 

平成 13 年９月 23 日 95 223   

平成 14 年９月 21 日 53 174   

平成 15 年９月 27 日 32 83 雨天延期実施 

平成 16 年５月 29 日 58 (100) 既設ネット交換・回収 

平成 17 年 10 月１日 35 172   

平成 18 年９月 30 日 67 60 既設ネット補修 120 本 

平成 19 年 11 月 21 日 55 10 既設ネット補修 151 本 

平成 20 年９月 27 日 51 ７ 既設ネット補修 103 本 

平成 21 年９月 26 日 40 ９ 既設ネット補修 68 本 

平成 22 年９月 26 日 42 ２ 既設ネット補修 108 本 

平成 24 年９月 15 日 43 23 既設ネット補修 132 本 

計 751 1,128   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平 成 23 年 度 は 台 風 の 影 響 に よ り 中 止  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
神 奈 川 ウ ォ ー タ ー ・ ネ ッ ト ワ ー ク  住 倉 英 孝  

「 キ ャ ー ！ ヤ マ ビ ル が 長 靴 に 。 」 「 ワ ー ！ ブ ル ー ギ ル だ 。 」  

悲 鳴 と 驚 き が 入 り 交 じ っ た 交 流 会  

 

平成 24 年 11 月 10 日 (土 )自然環境保全センターにおいて、「センター非公開

エリア探検&池 2 の外来種調査」をテーマに交流会が開催されました。 

交流会は、丹沢地域でボランティアによる保全活動を実施している団体間の

交流をとおし、相互の連携による活動多様化を促すとともに、保全活動への県

民理解や参加を促すことを目的として、平成 21 年度の「ヤマビル」、平成 22

年度の「里山活動」、平成 23 年度の「池 2 の生態調査及び外来種駆除」につづ

き開催されました。 

 

①センター非公開エリア探検・・多々良沢上流の動植物調査  

 グリーンタフの杉山さんを中心に、多々良沢の最上流部まで遡りました。非

公開エリアの、かつては谷戸として耕作されていた景観の残る場所は、今は湿

地帯に変わっていました。山裾には湧水が流れ、沢のあちらこちらには落ち葉

や枯れ枝が積もっていました。絶滅危惧ⅠB 類のホトケドジョウも生息してい

ました。偶然の出来事に、しばらく彼らの生息する場所を見つめていました。

その他にも、ウスタビガやヤママユガの繭、アケビの蔓、テツバクテリア、イ

ノシシのぬたば、シカの足跡、アシナガバチの巣跡、ニホンリスのクルミのは

み跡などを見つけました。見つけたもの一つ一つに、杉山さんや他の会員から

詳しく説明があり時間の経つのを忘れて聞き入っていました。最後には、ヤマ

ビルと格闘しながら、多々良沢の最上流部にたどり着きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ホ ト ケ ド ジ ョ ウ   多 々 良 沢 の 最 上 流 部  



②池の生態調査及び外来種駆除・・自然観察園内「池 2」を対象に、アメリカ

ザリガニ、ブルーギル等の外来種駆除を行い、昨年度からの経過を検証 

 講師に神奈川県水産技術センター内水面試験場の勝呂主任研究員を迎え、昨

年に引き続き、自然観察園の池 2 で魚類等の生態調査と外来種駆除を行いまし

た。午前には、前日までに排水しておいた池に、参加者はウェダー（胴長）で

入り、それぞれ叉手網、手網、引き網等を使い、泥だらけや汗びっしょりにな

りながら池の生き物を捕獲していました。午後には、多くの会員が残り、午前

に捕獲した魚類等を種類ごとに分類し、一部を計測・記録した後、在来種は池

2 に放流、コイ及びブルーギル、アメリカザリガニは、野生動物保護棟などで

処理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

  ブ ル ー ギ ル  

 

昼食時には、あらかじめ捕獲し泥抜きしておいたアメリカザリガニを塩茹で

にしたり唐揚げにしたりして試食しました。今年も、体長 3ｃｍ前後のものを

唐揚げし塩をまぶしたものが大変好評でした。昼食準備には、保全センターの

職員の方に大変お世話になりました。大変美味しく頂けました。 

 

 後日、勝呂主任研究員から、次のとおり生態調査結果とコメントが報告され

ました。 

種   類  
24 年 度  

個 体 数  

23 年 度  

個 体 数  
種   類  

24 年 度  

個 体 数  

23 年 度  

個 体 数  

モツゴ １１２６ ５００ ヌカエビ ２７０ 多 数

ホトケドジョウ １１ ０ ミズカマキリ ７ 記 載 なし

トウヨシノボリ ６５ ９ マツモムシ ５ 記 載 なし

タモロコ １１ １ シオカラトンボ １ 記 載 なし

ギンブナ ５ ５０ コシアキトンボ １ 記 載 なし

メダカ １７ ５０ アメリカザリガニ ２４２ ５００

ブルーギル ２８８ ３４ イシガメ ０ １

コイ ２ ４   

 

『アメリカザリガニはかなり減り、全体的に小型化しました。そのためモツゴ

やトウヨシノボリはかなり増えたようです。しかし、ブルーギルは減りません

でしたね。上流からの落下でしょうか？上流にたくさんいるようですと、やは

り上流から駆除する必要がありそうですね。あとはもう少し、水生昆虫がいて

ほしいですね。周囲の環境はよいので条件が少し好転するだけで、グッと増え

ると思いますよ。』 

 



 

        

          

（丹 沢 の緑 を育 む集 い実 行 委 員 会  苗 木 支 援 事 業 関 係 ） 

平成 24 年度ボランティア団体植樹活動 

団 体 名  実 施 日  植 樹 場 所  植 栽 樹 種  

神 奈 川 県 山 岳 連 盟  ５月 12 日  丹 沢 二 ノ塔 付 近  ケヤマハンノキ 

みろく山 の会  11 月 11 日  

11 月 24 日  

ヤビツの森  

やどりき水 源 林  

ケヤマハンノキ、ヤマザクラ 

ヤマボウシ、クヌギほか 

北 丹 沢 山 岳 センター 11 月 25 日  神 の川 流 域 広 河 原  ブナ、ミズナラ 

四 十 八 瀬 川 自 然 村  12 月９日  秦 野 市 菖 蒲 地 区  ミズナラ、イロハモミジほか 

 

●神の川流域広河原植林活動報告  

ＮＰＯ北丹沢山岳センター 平野秀樹  

 

 過去の関東大震災及び台風被害により自然豊かなブナ林が失われ、土石がむ

き出しになった広河原で、平成 15 年からブナ、ミズナラ等の苗木を累計 2500

本植林し、過去の原生林が復活することを夢みて、活動を続けて来ました。 

過去、広河原を６ブロックに分け下流から植林して来ましたが、シカの食害

の影響でなかなか苗木が育たず対策に苦慮していましたが、平成 20 年と 21 年

に２ブロックにシカ柵を設け植林をいたしました。 

平成 22 年以降はシカ柵を設けた２ブロックのエリアを中心に下草刈り、苗木

の補植を中心に活動を行ってきましたが、順調な生育を確認することが出来、

将来への自然再生の夢がふくらんでいます。 

今年で 10 年目を迎える平成 24 年 11 月 25 日 (日 )に神の川ヒュッテにボラン

ティアが集まり植林活動を実施致しました。 

今年は三菱ＵＦＪ環境財団より支援されたブナ、ミズナラ各 50 本ずつの植林

を行い、倒木等で破損したシカ柵の破れた金網の修理作業を行いました。 

 今回参加したボランティアの中に 80 歳を超える方も参加しており、自然保護

にかける情熱に頭が下がりますが、一方ボランティアに参加される方々の高齢

化と参加者が少なくなっていることへの悩みが付きまとっています。 

 ここに植林されたブナ、ミズナラが大木になるのを私たちは見られませんが、

次から次へと人のつながりでこの山を守って行きたいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●里山の再生を目指して植樹活動を実施  

                 ＮＰＯ法人四十八瀬川自然村 小野  均  

 

 12 月９日 (日 )好天の中、緑を育む集いより苗木の提供を受け、秦野市菖蒲地

区にあたる四十八瀬川右岸の里山に植樹を実施いたしました。 

 当日には会のメンバーに加え、苗の提供先である三菱ＵＦＪ環境財団の依田

様も遠くより駆けつけてこられ、一緒に植樹作業をされました。育つと川岸か

ら見えそうな所には、もみじの苗を植え、将来の色つく景色を思い描き、みん

なで楽しい汗を流しました。 

今回の場所は、篠竹が一面に生えた山でしたが、３年越しでようやく植樹に

たどり着きました。これからはしっかりと育つように、下草刈りに汗を流して、

おいしい昼飯を楽しみます。苗木の提供、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボラネット団 体 の活 動 報 告 より

みろく山の会 第 31 回清掃・登山道整備活動報告 

今年は３月に 30 周年記念事業の第 30 回清掃・登山道整備活動を実施しました。

この数年、雪の影響でゴミの収集及び登山道整備に支障が生じることもあって４

月以降の開催を目指し、２回目の開催となりました。12 月８日 (土 )快晴の青空で

少し風が強いなか第 31 回清掃・登山道整備活動が 217 名（内自然保護部員 17 名

一般参加３名）の参加者と関係の方々のご協力とご支援により実施されました。 

高齢者の方々が参加して活動できる大倉付近で清掃を３コース、大倉尾根と表

尾根に林道を組み合わせた２コースと鍋割山頂コースを加えた６コースに 171 名

が参加し、収集したゴミを可燃物と不燃別に分別し、パークセンター裏のバス駐

車場で計測した結果 379.4kg で、処分を秦野市に依頼しました。 

今回、初めての試みとして清掃５コースに 

リヤカーを投入しました。林道周辺には不法 

投棄による大型ゴミが毎年目に付きます。急 

な斜面付近にあるゴミの回収は危険が伴いま 

すので当会の清掃活動では写真を撮り、回収 

を秦野市に依頼するまでとしています。林道 

で危険の伴わない場所にも大型ゴミを見受け 

ますが持って帰ることが出来ず、その運搬に 

自然環境にとても最適なリヤカーの使用を決 リ ヤ カ ー を 先 頭 に 笑 顔 で 集 積 所 へ

し出しの依頼をしていただき、パークセンターのご厚意により借用できました。 

め、秦野市から秦野戸川パークセンターへ貸 

 



 

 リヤカーを担当した会員の評判も良く、次回もその運用を効率よく実施したいと

考えています。 

登 山 道 の ゴ ミ は 一 時 期 に 比 べ 登 山 者 の マ ナ ー 低 下 が 見 ら れ る よ う に な っ て タ

バコやティッシュなどが少しずつ増えてきています。また登山道以外への踏込み

も多く目に付くようになりました。この清掃・登山道整備活動を通して多くの登

山 者 に マ ナ ー 向 上 を 呼 び 掛 け と 共 に 丹 沢 大 山 の 自 然 再 生 活 動 を ア ッ ピ ー ル し て

いきましょう。林道周辺の傾斜地には、一般の生活ゴミや産業廃棄物の不法投棄

が相変わらず目に付きます。 

毎 年 同 じ コ ー ス で 清 掃 活 動 を 実 施 し て い る に も か か わ ら ず 林 道 周 辺 は 毎 年 同

じ量のゴミが集まります。林道周辺の清掃活動は県民の貴重な水源を守る上で今

後も継続していきます。 

清掃活動に登山道整備が加わって８回になり、大倉尾根の水切り設置数は登山

道整備及び毎月に巡視活動により 40 ヶ所になりました。登山道整備は３コース

に 46 名が参加し、1 コースは鍋割山へ登山コースの入り口に大倉尾根以外で初め

て水切りの設置を、２コースは大倉尾根の石畳終了付近から雑事場まで段差解消

と土留めを、３コースは堀山下で昨年に続きヌカルミ対策をそれぞれ実施しまし

た。 

午後３時から秦野戸川公園パークセンター前の広場で報告集会が行われ、坪井

理 事 長 に 続 き 県 自 然 保 護 環 境 保 全 セ ン タ ー 萩 原 課 長 か ら そ れ ぞ れ 挨 拶 を い た だ

きました。秦野市商工観光課長が公務で欠席となり急遽秦野ビジターセンター長

縄館長に挨拶をお願いして温かい謝辞をいただきました。 

式の最後は各コースの CL 及び SL に感謝の拍手と自然保護部手製の丹沢ストラ

ップを贈呈後、長縄館長にシャッターを押していただき参加者全員の記念写真撮

影で終了しました。 

清掃活動は当会創立以来継続している大きな会の行事です。より多くの会員の

皆 様 が 参 加 さ れ る よ う な コ ー ス 設 定 を 更 に 進 め て い き ま す 。 登 山 道 整 備 も 水 切

り、段差解消、土留め、階段工補修などより工法を標準化して作業が混乱しない

ように改善を図っていきます。 

自然保護部では清掃・登山道整備活動以外にヤビツとヤドリキの森つくりや大

倉 尾 根 の 毎 月 巡 視 及 び 補 修 活 動 に 加 え 植 生 回 復 活 動 な ど 多 彩 な 活 動 を 実 施 し て

います。 

丹 沢 の 自 然 を 守 り 次 世 代 に 緑 を 多 く 残 す こ と を 目 指 す 活 動 に ご 理 解 と ご 協 力

をお願いいたします。 

 

ＮＰＯ法人みろく山の会 自然保護部 鈴木  茂  

丹沢ボラネット瓦版 2012 年 12 月号（通巻 84 号）発行  

丹沢大山ボランティアネットワーク  世話人代表  杉山勉 


